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【概 要】

ウシでは卵巣の中で２０万～３０万個の卵子が誕生し、発育、成熟し、受精する可能

性をもっている。しかし、多くは死滅し、１回の性周期に１個、生涯でも１００～２００

個を排卵するにすぎない。このように卵巣には一部の卵子を生き延びさせ、大多数を死

滅させるメカニズムがある。本研究では、卵子の細胞分化・死滅調節系を解明し、１頭

の雌から多くの受精可能卵子を生産することを目的とする。このことによりミトコンド

リア遺伝子の由来が同じである卵子を用いる核移植技術の樹立が可能となる。本研究の

進展によって新しい生物学や医療技術が誕生する可能性がある。成体の器官をつくる細

胞は特定の働きをするように条件づけられている。このような細胞の遺伝子は特定の働

きだけをするように不可逆的な修飾を受けていると考えられてきた。しかし、クローン

動物の誕生は、特定の働きをしている細胞の核でも、卵子に移すと再び「分化の全能性」

を獲得することを示している。本研究では、卵子が発現する因子、遺伝子を解析し、こ

のような卵子の機能はどのようなものなのかについて明らかにする。

【期待される成果】

本研究によって１頭の動物から多くの卵母細胞を採取することが可能になる。このこ

とにより優れた雌由来の卵母細胞を用いる家畜の改良が可能になる。また、ミトコンド

リア遺伝子の起源を同じくする卵母細胞を多数得ることにより、正真正銘の体細胞クロー

ンをつくることができる。さらに卵母細胞に発現する因子や遺伝子についての知識を蓄

積することにより、体細胞の分化の全能性を誘導する卵母細胞の機能を明らかにするこ

とができる。
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